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北海道北部における脳出血の実態調査
―道北脳卒中共同研究4年間のデーターより―

佐古和廣, 白井和歌子, 徳光直樹, 相沢 希



脳出血は医学の進歩にかかわらず，未だ重篤な疾患

である．脳出血の死亡率，神経脱落症状遣残率は他の

脳卒中に比較して高く，その有効な治療法もない')~3)．

しかし，本邦では高血圧の管理が良くなりその発症率

は減少していると考えられているが，地域によっては

必ずしも減少しているとは言えない．北海道北部（以

下，道北）の住民対象の研究から脳出血の実態につい

て報告する．
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北海道北部における脳出血の実態調査

一道北脳卒中共同研究４年間のデーターより－
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佐 古和匿白井和歌子徳光直樹相沢希

要旨：脳卒中の実態調査を行い，脳出血の発症率，危険因子の有病率等を検討した．対象は

02年７月より０６年６月までに道北脳卒中共同研究に登録された脳卒中患者1,046名中の脳出

血患者271名結果は，平均年齢は703±11.7歳，男女比は154/１１７，入院時平均NIHSSは

11.8±8.1,3カ月死亡率は192％，３カ月の自立率（ｍＲＳ：≦2）は325％であった高血圧の

既往は72.3％で，未治療が13.7％であった．ＭＲＩ(T2鵜）で67.5％に出血部以外に微小出血を

認めた．４７例（17％）では抗血小板薬を服用しており，死亡率では，服用群，非服用群で有意

差を認めなかったが，３カ月の自立率では，服用群191％に対し非服用群37.3％と，服用群が

有意に転帰不良であった．北海道北部では脳出血が未だ高い比率を示し，高血圧のコントロー

ル不良と未治療が30％を占めていることより,住民への啓蒙に加え医師への厳格な血圧管理の

重要‘性の喚起も必要と考えられた

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：intracerebralhemorrhage,epidemiology,microbleeds,antiplatelet,bloodpres‐

ｓｕｒｅ

（脳卒中３０:484-489,2008）
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し，脳卒中の発症率，病型分類，転帰，危険因子有病

率等の疫学調査を主な目的とした臨床研究組織であ

る．2005年の国勢調査による対象地域の人口は99,819

人で，４０歳以上は54,987人（55.1％）であった．

全例MRIあるいはＣＴによる画像診断を行い,病型

分類は米国NINDS分類第１Ⅱ版に基づき4),脳梗塞,脳

出血，くも膜下出血に分類した．一過性脳虚血発作は，

画像上責任病巣が認められても一過性脳虚血に分類し

た．来院時重症度は,NIHSSスコアで,転帰は死亡率，

modifiedRankinScale(mRS)で評価した血腫量は長

径×短径×スライス厚/2の簡便法で測定した5)．２４時

間後の血腫増大は，Brottら6)の定義に従い33％以上

増加とした．推計学的検討は，Ｘ二乗ともtestを用い
た．

名寄市立総合病院脳神経外科

(2007年１１月１５日受付，2008年１月２２日受理）
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対象・方法

今回の研究対象は，2002年７月１日から2006年６

月３０日に道北脳卒中共同研究に登録された1,046名

のうち脳出血（脳動静脈奇形によるものは除く）２７１

名である.道北脳卒中共同研究は2002年に名寄市立総

合病院の医療圏の道北の１３市町村１５医療機関が参加
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ｌ）脳出血発症率

2002年７月１日から2006年６月３０日の４年間で，

1,046件，992名が脳卒中で登録された脳梗塞・ＴＩＡ

は672(64.2％)，脳出血は271(25.9％)，<も膜下出血
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